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一
般
に
「
地
域
の
環
境
や
価
値
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
た
め
の
住
民
・
事
業
者
・
地

権
者
等
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み
」
と

定
義
さ
れ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
本
誌
で
も
２
３
４
号

（
２
０
１
７
）
で
紹
介
の
機
会
を
頂
い
た（
注

１
）。
都
市
観
光
に
繋
が
る
来
街
者
に
魅
力

的
な
環
境
整
備
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創

出
を
進
め
る
た
め
、
各
地
で
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
行
政
の
連
携

に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
こ
と
を
進
め
る
た
め
の
地
域
の
体
制
は

ま
だ
脆
弱
で
あ
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（B

u
siness 

Im
provem

ent D
istrict

）
と
い
う
制
度
を

用
い
て
資
産
所
有
者
や
事
業
者
が
事
業
計
画

を
策
定
の
上
資
金
拠
出
を
行
い
、
事
業
実
施

の
持
続
的
な
体
制
を
確
立
し
て
い
る
米
国
、

英
国
等
と
比
較
す
れ
ば
、一
部
の
資
産
所
有

者
や
事
業
者
等
に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
前
回
の
論
考
で
は
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
と
財
源
構
造

に
切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
指
摘

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
地
域
再
生
法
の
改

正
に
よ
り
、「
地
域
再
生
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
負
担
金
制
度
」
が
２
０
１
８
年
６
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
い
わ
ば
「
日
本
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
」
と

も
言
え
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
共
同
負

担
を
基
礎
と
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
機
会
を

捉
え
、
本
稿
で
は
、
特
に
財
源
に
着
目
し
た

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題
を
述

べ
、
負
担
金
制
度
の
運
用
に
向
け
た
期
待
を

述
べ
る
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

財
源
調
達
の
現
状
と

負
担
金
制
度
へ
の
期
待

特
集

4

法
政
大
学　

現
代
福
祉
学
部
・
人
間
社
会
研
究
科　

教
授　

保
井
美
樹

東京駅の丸の内側 大阪グランフロント

180629_特集4.indd   28 2018/06/29   17:49



29

特集 　エリアマネジメントの財源調達の現状と負担金制度への期待4

第238号 July 2018

❶
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

　

活
動
内
容
と
課
題

　

日
本
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
の
数
は
、
国
土
交
通
省
・
京
都
大
学
・
和

歌
山
大
学
が
全
国
の
都
市
再
生
整
備
計
画

を
有
す
る
地
方
自
治
体
に
対
し
て
行
っ
た
調

査
で
把
握
さ
れ
た
数
が
最
大
で
４
６
４
団
体

と
さ
れ
、
そ
の
活
動
目
的
と
し
て
「
ま
ち
な

み
の
形
成
」「
賑
わ
い
や
集
客
」「
住
民
の
意

識
の
向
上
、
相
互
理
解
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
注
２
）。
但

し
、
こ
れ
ら
の
４
６
４
団
体
は
小
規
模
で
組

織
的
に
も
未
熟
な
も
の
が
多
く
、
地
域
の
価

値
向
上
に
つ
な
が
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
展
望
を
探
る
材
料
と
し
て
適
し
て
い
る
と

考
え
に
く
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
36
の
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
と
企
業
・
自
治
体
・

専
門
家
等
が
先
導
し
て
設
立
し
た
全
国
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
調
査
を

利
用
す
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
団
体

は
複
数
年
度
に
渡
る
活
動
実
績
が
あ
る
も

の
が
多
く
、
法
人
化
率
が
60
％
を
超
え
る
な

ど
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
到
達
点
を
確

認
す
る
の
に
適
し
て
い
る（
注
３
）。
調
査
は

２
０
１
６
年
に
33
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
財
源

1.

30
団
体
が
回
答
し
て
い
る
（
回
答
率
91
％
）。

　

図
１
の
通
り
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

団
体
が
重
視
し
て
い
る
活
動
は
情
報
発

信
、
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
魅
力
向
上
、
防
災

減
災
と
な
っ
て
お
り
、
賑
わ
い
や
集
客
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
志
向
す
る
傾
向
が

強
い
。
図
２
に
示
す
の
は
活
動
上
の
課
題

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
団
体
が
最
大
の
課
題
と
し
て
挙
げ
る
の

が
、
安
定
財
源
の
確
保
で
あ
る
こ
と
が
伺

え
る
。
そ
う
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

団
体
の
収
入
は
、
図
３
の
通
り
、
会
費
、
行

政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
、
事
業
収

入
が
三
大
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
行
政

か
ら
補
助
金
や
委
託
金
は
継
続
的
に
期

待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

事
業
収
入
と
会
費
収
入
を
安
定
的
に
確
保

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
収
入
構
造
を
組
み

立
て
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

❷
事
業
収
入
の
中
身

　

で
は
、
具
体
的
に
事
業
収
入
の
内
容
に
つ

い
て
幾
つ
か
の
事
例
で
探
っ
て
み
る
。
現
在
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
事
業
収
入
の

図●エリアマネジメント活動の重要度（n=30）1
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情報発信

空間を使って行う自主活動（イベント）

共同で行う地域の魅力・価値・利便性の増進

防災・減災

エリアにある空間を他団体、民間企業などに活用してもらう活動（イベント）

空間の整備

防犯・維持管理

地域特有のまちづくりルールの策定

調査研究・教育

環境・エネルギー

70％ 27％ 3％

97％

63％ 20％ 17％

50％ 33％ 17％

47％ 27％ 27％

40％ 30％ 30％

27％ 43％ 30％

83％

63％ 20％ 17％

83％
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70％
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70％

47％ 17％ 37％
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27％ 23％ 50％
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■とても重要である　■やや重要である　■ふつう（標準的）
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図●エリアマネジメント団体の主な収入源（n＝30）3

図●エリアマネジメント活動上の課題（n＝30）2

多
く
が
公
共
空
間
・
施
設
等
の
利
活
用
を
通

じ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
公
共
空
間
の
収

益
事
業
に
成
功
し
て
い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
事
例
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
る「
札
幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

は
表
１（
P
31
）
の
通
り
、
札
幌
市
か
ら
指

定
管
理
を
受
け
て
い
る
「
札
幌
駅
前
通
地
下

歩
行
空
間
（「
チ
･
カ
･
ホ
」）」
の
広
場
利
用

料
金
と
壁
面
広
告
（
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

広
告
）
で
同
社
の
収
入
の
約
78
％
を
稼
い
で

い
る
。
こ
の
壁
面
広
告
は
、
地
下
歩
行
空
間

の
壁
の
一
部
を
、
市
道
に
つ
い
て
は
「
目
的
外

使
用
」
と
し
て
札
幌
市
か
ら
借
用
し
、
国
道

部
分
に
つ
い
て
は
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
定
」
を
結
び
広
告
の
掲
出
を
可
能
と
す
る

も
の
で
あ
る（
注
４
）。

　

東
京
の
大
丸
有
エ
リ
ア
で
も
、
公
共
空
間

を
用
い
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
広
告
と
イ

ベ
ン
ト
関
係
（
協
賛
金
、
参
加
費
、
ま
ち
づ
く

り
協
力
金
等
）
で
約
７
０
０
０
万
円
の
収
入

が
あ
り
、
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
特
定
企
業

か
ら
の
支
援
を
除
け
ば
、
収
入
の
ほ
と
ん
ど

が
公
共
空
間
を
め
ぐ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

（
注
５
）。

　

こ
の
よ
う
に
公
共
空
間
に
関
わ
る
事
業

収
入
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
核
に

な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
都
市
再
生
特
別
措

置
法
や
国
家
戦
略
特
区
を
通
じ
た
道
路
占

0　　　　　 10％　　　　　20％　　　　  30％　　　　  40％　　　　  50％　　　　  60％　　　　  70％　　　　  80％　　　　  90％　　　　100％

会費
40％

事業収入
30％

行政・民間からの
業務受託費

13％

行政から
の補助金

7％

その他
10％

■とても課題である　■やや課題である　■あまり課題ではない
■全く課題ではない　■未回答

1 エリアマネジメント活動を行うための財源が不足していること

2 スタッフを雇用するための財源が不足していること

3 行政その他の補助金など、収入財源が限定されていること

4 利益を得られる自主的な活動が少ないこと

43％ 43％ 13％
87％［財源］

1 経営的視点をもった人材がいないこと

2 活動を支える人材がいないこと

3 出向元の異動により、担当者が交代すること

1 エリアマネジメント活動に対する行政の認知度が低いこと

2 エリアマネジメント活動に対する就業者や市民の認知度が低いこと

3 エリアマネジメント活動に対するテナント等の事業者・地権者の認知度が低いこと

1 エリアマネジメント活動に対応した法人制度がないこと

2 エリアマネジメント組織に関わる適切な税制上の優遇がないこと

3 行政機関が、自治体、保健所、警察など多様であること

4 公的な空間を活用する際に、使用制約があること

5 行政機関の担当者が交代する際に、対応が変化すること

0　　　　　10％　　　　20％　　　　30％　　　　40％　　　　50％　　　　60％　　　　70％　　　　80％　　　　90％　　　 100％
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［認知］

［制度］
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43％ 30％ 3％23％
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30％23％
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3％
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用
に
関
す
る
特
例
、
東
京
都
の
し
ゃ
れ
た
街

づ
く
り
推
進
条
例
に
代
表
さ
れ
る
公
開
空
地

の
収
益
活
動
の
特
例
な
ど
、
制
度
的
な
支
援

が
あ
る
。

❸
会
費
に
つ
い
て

　

次
に
も
う
一
つ
の
収
入
源
で
あ
る
会
費
に

つ
い
て
も
事
例
を
探
っ
て
み
よ
う
。
上
記
の

大
丸
有
エ
リ
ア
で
も
約
３
０
０
万
円（
注
５
）

と
、
人
件
費
や
事
務
所
を
維
持
す
る
費
用
に

も
足
り
ず
、
十
分
な
規
模
と
は
言
い
難
い
。

近
年
で
は
、
区
画
整
理
事
業
や
再
開
発
事
業

を
き
っ
か
け
に
会
費
等
の
仕
組
み
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
お
り
、つ
く
る
だ
け

で
な
く
長
期
的
に
育
て
て
い
く
地
域
を
実
現

す
る
た
め
に
安
定
し
た
資
金
拠
出
の
仕
組
み

を
求
め
る
声
が
高
い
。
例
え
ば
、
北
九
州
市

の
城
野
地
区
で
は
区
画
整
理
に
よ
っ
て
で
き

た
街
に
お
け
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
費

用
と
し
て
、
住
宅
は
１
戸
当
た
り
１
７
０
０

円
／
月
、
施
設
・
店
舗
は
一
口
５
０
０
０
円

～
１
万
円
／
月
一
口
以
上
を
徴
収
す
る
仕
組

み
を
取
り
入
れ
て
い
る（
注
６
）。

　

こ
う
し
た
事
業
に
伴
う
会
費
や
資
金
拠
出

へ
の
要
請
を
背
景
に
、
大
阪
市
で
は
、
全
て
の

地
権
者
が
公
平
で
資
金
を
拠
出
し
て
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
が
持
続
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
通
称
：
大
阪
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る

「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
促
進
制
度
」
を

い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
適
用
エ

リ
ア
の
第
１
号
と
な
っ
た
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

地
区
で
は
、
約
２
８
０
０
万
円
が
地
権
者
か

ら
の
分
担
金
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
。

❹
財
源
確
保
に
関
わ
る
課
題

　

こ
の
よ
う
に
道
路
、
公
開
空
地
等
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
を
促
進
す
る
制

度
的
支
援
に
よ
っ
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
団
体
に
事
業
収
入
の
源
が
生
み
出
さ
れ
、

そ
の
活
動
が
進
展
し
て
い
る
。
他
方
、
会
費

制
度
は
大
阪
市
の
条
例
を
除
け
ば
制
度
的

支
援
が
な
く
、
区
画
整
理
や
再
開
発
事
業
を

き
っ
か
け
と
す
る
仕
組
み
以
外
は
、
あ
ま
り

大
き
な
規
模
に
は
な
り
に
く
い
の
が
現
状

だ
。
公
共
空
間
に
お
け
る
収
益
事
業
は
も
ち

ろ
ん
、
ほ
か
に
も
収
入
を
生
み
出
す
事
業
を

増
や
し
、
そ
れ
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
で

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
と
い
う
目
的
を
達
成
す

る
に
は
、
何
よ
り
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
の
事
業
運
営
力
を
向
上
さ
せ
、
様
々
な
ス

キ
ル
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の

課
題
は
従
前
「
会
費
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て

き
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
資
金
拠
出
の
性
格
を

見
直
し
、
安
定
的
に
徴
収
で
き
る
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体

側
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　

制
度
化
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
公

的
性
格
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
欧
米
の
多
く
の

国
で
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を
代
表
と
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
法
制
度
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
組

織
の
設
立
・
解
散
手
続
き
、
事
業
計
画
の
策

定
や
見
直
し
、
負
担
金
の
徴
収
方
法
等
に
関

す
る
取
り
決
め
が
明
確
で
あ
る
。
通
常
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
の
設
立
は
、
資
産

所
有
者
な
ど
に
よ
る
内
発
的
な
意
思
と
合
意

に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
設

立
さ
れ
れ
ば
、
負
担
金
は
税
金
に
準
ず
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
、
行
政
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
、
海
外
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
組
織
は
民
間
運
営
で
あ
り
な
が
ら
、
公

法
人
の
一
種
と
捉
え
ら
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
も
官
民
が

一
丸
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

都
市
中
心
部
は
、
も
と
も
と
事
業
者
の
集

積
す
る
場
で
あ
り
、
稼
ぐ
力
を
強
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
基
礎
自
治
体
と
民
間
の
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
が
連
携
し
、
適
切

な
規
制
緩
和
や
支
援
に
よ
っ
て
民
間
の
稼
ぐ

力
を
強
め
る
新
し
い
連
携
の
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

収入 支出
指定管理費 1,560 清掃・サイネージ管理費 2,640
広告費 9,800 目的外使用料（壁面広告） 360
広場使用料 5,150 広告代理店手数料 2,800
その他（委託費等） 2,590 自主事業費 3,350

一般管理費 8,210
法人財等 560
純利益（剰余金） 1,180

合計 19,100 合計 19,100

表●札幌駅前通まちづくり株式会社の収支概要（2013年）1

資料：『最新エリアマネジメント－街を運営する民間組織と活動財源』小林重敬編著　学芸出版社（2015年）

（単位：万円）
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図●制度の概要4

た
め
の
計
画
（「
地
域
再
生
計
画
」）
を
作
成

し
、
そ
こ
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
が

行
う
来
訪
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
施
設

の
整
備
や
管
理
、
広
報
、
行
事
の
実
施
等
の

事
業
を
位
置
付
け
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定

を
申
請
す
る
（
第
５
条
第
２
項
第
２
号
）。
こ

の
と
き
、
市
町
村
は
計
画
策
定
や
促
進
の
た

め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

次
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
計
画
認
定
を
受
け

た
ら
、
今
度
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
が
事
業
を
行
な
う
区
域
、
事
業
の
目
標
や

内
容
、
事
業
者
が
受
け
る
と
見
込
ま
れ
る
利

益
の
内
容
的
及
び
程
度
、同
事
業
者
の
範
囲
、

計
画
期
間
、
資
金
計
画
、
徴
収
方
法
の
案
な

ど
を
記
載
し
た
「
地
域
来
訪
者
等
利
便
増

進
活
動
計
画
」
を
策
定
し
、
市
町
村
の
認
定

を
受
け
る
（
第
17
条
の
７
第
２
項
及
び
第
３

項
）。
そ
の
際
、
負
担
者
と
な
る
事
業
者
の
３

分
の
２
（
及
び
負
担
金
の
総
額
の
３
分
の
２

以
上
の
負
担
者
）
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
認
定
す
る
市
町
村
は
認
定
前
に

議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

認
定
後
、
市
町
村
は
受
益
事
業
者
の
範
囲
、

❶
海
外
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
制
度
と
地
域
再
生

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度

　

２
０
１
８
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
地
域
再
生
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金

制
度
」
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
活
動
の
拡
大
と
財
源
確
保
に
関
わ
る

課
題
を
背
景
に
、
特
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活
動
に
よ
る
利
益
を
享
受
し
つ
つ
も
活
動

に
要
す
る
費
用
を
負
担
し
な
い
フ
リ
ー
ラ
イ

ダ
ー
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
海
外
の
Ｂ

Ｉ
Ｄ
を
参
考
に
、
特
定
の
地
区
に
お
い
て
３

分
の
２
以
上
の
事
業
者
の
同
意
を
要
件
と
し

て
、
市
町
村
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体

が
実
施
す
る
地
域
再
生
に
資
す
る
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
要
す
る
費
用
を
、
そ
の

受
益
の
限
度
に
お
い
て
活
動
区
域
内
の
受
益

者
（
事
業
者
）
か
ら
徴
収
し
、
こ
れ
を
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に
交
付
す
る
官
民
連
携

の
制
度
と
説
明
さ
れ
て
い
る（
図
４
）。

　

こ
の
制
度
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
制
度
の
導
入
を
目
指
す
地
方
公
共
団

体
（
以
下
、
市
町
村
）
は
、
地
域
再
生
を
図
る

負
担
金
制
度
が

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
変
え
る
可
能
性

2.

資料：内閣官房�まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域再生エリアマネジメント負担金制度について」（平成30年）

⑦
交
付

⑥
徴
収

①申請 ②認定

③申請
（※3分の2以上の
  同意が必要） ⑤制定

⑧エリアマネジメント活動

④認定
（※市町村議会の議決を
  経る必要）

一定の地域

区域、活動内容、効果、
受益者、資金計画等を記載

国（内閣総理大臣）

地域再生計画

地域来訪者等利便増進活動計画 
（5年以内）

エリアマネジメント団体（法人）

負担金条例

市町村

受
益
者
負
担
金

交
付
金

受益者（事業者）
（小売業者、サービス業者、不動産賃貸業者 等）
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の
ほ
か
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
特
別
な

記
述
の
な
い
都
市
公
園
に
関
し
て
は
占
用

許
可
の
特
例
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
お
り

（
第
17
条
の
10
）、
道
路
、
公
開
空
地
等
と
併

せ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
想
定
さ
れ
る
事
業
内
容
や

受
益
事
業
者
か
ら
本
制
度
の
活
用
が
見
込
ま

れ
る
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
が
生
み
出
す
賑
わ
い
と
集
客
が
事

業
に
プ
ラ
ス
に
働
く
業
種
と
い
う
こ
と
に
な

る
。具
体
的
に
い
え
ば
、小
売
・
飲
食
業
、サ
ー

ビ
ス
業
、
宿
泊
業
の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
産
業
、
お
よ
び

図●英米のエリアマネジメント導入プロセス5

そ
う
し
た
業
種
に
床
を
貸
し
出
す
不
動
産
賃

貸
業
等
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ぼ

都
市
観
光
を
支
え
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、実
は
、本
制
度
は
、

新
し
い
都
市
観
光
の
戦
略
策
定
や
促
進
と
併

せ
て
導
入
さ
れ
る
の
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

❷
制
度
運
用
へ
の
期
待

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
は
財
源
確
保
で
あ
る
が
、
実
は
、

こ
の
こ
と
は
合
意
形
成
や
人
材
確
保
の
課
題

と
密
接
に
絡
み
合
う
。
利
害
関
係
者
が
財
源

を
拠
出
す
る
に
は
、
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

と
そ
こ
へ
の
道
筋
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
と
必
要
な
財
源
が
整
わ
な
け
れ
ば
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
人
材
を
雇
用

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
現
在
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
は
こ
う
し
た
複
合
的
な
困

難
に
直
面
し
て
い
る
た
め
、
言
い
方
を
変
え

れ
ば
、
合
意
が
整
う
条
件
が
整
っ
た
エ
リ
ア

で
し
か
展
開
で
き
な
い
現
状
と
も
言
え
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、
本
制
度
を
導
入
す
れ

ば
合
意
形
成
が
で
き
、
人
材
確
保
も
で
き
る

の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、

筆
者
は
、
本
制
度
運
用
を
通
じ
て
、
次
の
２

点
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

負
担
金
の
額
、
算
定
方
法
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
（
第
17
条
の
８
）、
そ
れ

が
整
い
次
第
、
事
業
者
か
ら
の
負
担
金
徴
収
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
へ
の
交
付
金
の

交
付
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
実
施

へ
と
進
む
流
れ
で
あ
る
（
第
17
条
の
９
）。
こ

資料：筆者作成

［ニューヨークBIDの設立プロセス］

［イギリスにおけるBIDの一般的設立プロセス］

１
～
３
年
程
度

１
～
３
年
程
度

Ｂ
Ｉ
Ｄ
申
請
～
認
定

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
呼
び
か
け
、合
意
形
成
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
調
査
計
画
）

・BID設立申請～認定される｡
・定款等、組織体制を整える｡
・事業を開始する｡

・事業計画案を策定する｡
・事業計画の合意形成を
　進める｡
・ビジョン策定・共有する｡

・BIDを知り、検討を始める｡
・行政との連携を開始する｡
・エリアの課題を明確化する｡
・エリア全体で取り組むべき
　ことを議論する。

・BID設立申請～投票～設立承認｡
・定款等、組織体制を整える｡
・事業を開始する｡

・事業計画案を策定する｡
・事業計画の合意形成を
　進める｡
・ビジョン策定・共有する｡

・BIDを知り、検討を始める｡
・行政との連携を開始する｡
・エリアの課題を明確化する｡
・エリア全体で取り組むべき
　ことを議論する｡

定
款
等
作
成

マ
ネ
ジ
ャ
ー
雇
用

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

理
事
等
選
任

地
区
ニ
ー
ズ
調
査

　

 

地
区
事
業
計
画
の

　

 

策
定

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

チ
ー
ム
結
成

定
款
等
作
成

マ
ネ
ジ
ャ
ー
雇
用

Ｂ
Ｉ
Ｄ
設
立
投
票

運
営
組
織
組
成
、
理
事
等
選
任

地
区
事
業
計
画
の
策
定

実
現
可
能
性
調
査

ワーク
ショップ
等

個別
ヒアリ
ング

アン
ケート

個別ヒアリング

 

負
担
金
額

 

の
検
討

Ｂ
Ｉ
Ｄ
申
請
～
認
定

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
呼
び
か
け
、合
意
形
成
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
調
査
計
画
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

チ
ー
ム
結
成
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保井美樹 （やすい  みき）

法政大学現代福祉学部人間社会研究科 教授。早稲田大
学政治経済学部政治学科卒後、損害保険会社勤務を経て、
1997年ニューヨーク大学大学院公共政策大学院都市計画
専攻修士課程修了。1999年ニューヨーク行政研究所客員
研究員、2000年世界銀行コンサルタント。2001年東京大学
先端科学技術研究センター特任助手。2003年東京大学よ
り博士（工学）授与。2004年法政大学現代福祉学部専任講
師。2005年同大学院人間社会研究科准教授。2010年英ロ
ンドン大学大学院地理環境研究科客員研究員。2012年から法政大学現代福祉学部・
人間社会研究科教授。近著（共著）に『学びあいの場が育てる地域創生―産学官民の
協働実践』（水曜社、2017）、『ポスト2020の都市づくり』（学芸出版社、2017）、『最新エ
リアマネジメント―街を運営する民間組織と活動財源』（学芸出版社、2015）など。

—

」『
公
益
社
団
法
人
日
本
都
市
計
画
学
会 

都
市

計
画
論
文
集
』、
Vol. 

52 

No.
３
、
pp. 

５
０
８-

５
１
３

（
注
４
） 

小
林
重
敬
編
著
（
２
０
１
５
）『
最
新
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
事
例
13
「
札
幌
駅
前
通　

公
共
施
設

の
積
極
的
な
活
用
が
生
み
出
す
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
財
源
」、
学
芸
出
版
社
、
p. 

99

（
注
５
） 

藤
井
宏
章（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
丸
有
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
事
務
局
長
）「
15
年
の
振
り
返
り
と
今

後
、
そ
し
て
財
源
」全
国
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
、
２
０
１
７
年

９
月
６
日

（
注
６
） 

一
般
社
団
法
人
城
野
ひ
と
ま
ち
ネ
ッ
ト（
２
０
１
５
）

 

「
城
野
駅
北
地
区
に
お
け
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」

お
り
、
と
き
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
財

政
的
支
援
も
あ
る
。
ま
た
、
英
国
の
場
合
は
、

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
自
治
体

が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
通
じ
て
事
業
者
を
選
定

し
、
実
現
可
能
性
調
査
を
進
め
て
い
く
。
こ

う
し
た
流
れ
を
み
て
も
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
制
度
を
運

用
し
て
い
る
都
市
で
は
行
政
が
か
な
り
前
の

め
り
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
後
も
Ｂ
Ｉ

Ｄ
の
運
営
に
寄
り
添
い
な
が
ら
必
要
な
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
英
国
の
実
現
可

能
性
調
査
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
専
門
家
の

支
援
を
仰
い
で
地
元
で
の
合
意
形
成
が
図
ら

れ
て
い
る
実
態
も
各
地
で
見
ら
れ
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
英
米
と
も
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
・
運

営
や
公
共
空
間
の
利
活
用
を
専
門
と
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
存
在
感
を
増
し
て
お
り
、

実
際
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
な
が
ら

他
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
支
援
を
行
う
専
門
家
も
出
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
専
門
家
と
は
、
建
築
・

都
市
計
画
、
商
業
と
い
っ
た
特
定
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
者
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
法

律
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
等
、
新
し
い
価
値
観

と
能
力
を
有
す
る
点
で
興
味
深
い
。

　

こ
う
し
た
実
態
を
み
る
と
、
日
本
に
お
い

て
も
新
た
な
負
担
金
制
度
の
導
入
を
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
に
つ
な
ぐ
に
は
、
地

方
自
治
体
が
そ
の
た
め
の
担
当
課
（
担
当
者
）

を
設
置
し
て
地
元
事
業
者
と
一
体
に
な
っ
て

制
度
導
入
の
た
め
に
動
く
と
と
も
に
、
そ
こ

に
適
切
な
専
門
家
が
関
与
し
、
競
争
力
の
あ

る
事
業
計
画
を
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活
動
の
利
益
に
つ
い
て
ま
だ
共
通
見
解
が

な
い
。
新
た
な
負
担
金
制
度
で
は
そ
れ
を
来

街
者
数
の
増
加
に
よ
る
事
業
機
会
の
拡
大
や

収
益
性
の
向
上
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
限
度

が
徴
収
さ
れ
る
負
担
金
の
金
額
だ
と
さ
れ
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

算
定
す
る
か
の
指
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
は
、
こ
の
受
益
と
負
担
の
関
係
や
限
度

を
ど
う
考
え
る
か
の
議
論
に
お
い
て
、
自
治

体
、
専
門
家
、
地
元
関
係
者
の
協
力
が
求
め

ら
れ
る
。

（
や
す
い　

み
き
）

（
注
１
） 

保
井
美
樹
（
２
０
１
７
）「
我
が
国
に
お
け
る
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
進
展
と
今
後
の
課
題
」

『
観
光
文
化
』
２
３
４
号
、
pp. 

34-

37

（
注
２
） 

宋
俊
煥
・
泉
山
塁
威
・
御
手
洗
潤（
２
０
１
６
）「
組

織
・
活
動
特
性
か
ら
見
た
我
が
国
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
団
体
の
類
型
と
傾
向
分
析—

全
国
の

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」の
区
域
を
対
象
と
し
て—

」

『
公
益
社
団
法
人
日
本
都
市
計
画
学
会 

都
市
計
画

論
文
集
』、
第
51
巻 

第
３
号
、
pp. 

２
６
９-

２
７
６

（
注
３
） 

丹
羽
由
佳
理
・
園
田
康
貴
・
御
手
洗
潤
・
保
井
美

樹
・
長
谷
川
隆
三
・
小
林
重
敬
（
２
０
１
７
）「
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
の
団
体
属
性
と
課
題
に

関
す
る
考
察—
全
国
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て

る
。
第
一
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に

寄
り
添
い
支
援
を
す
る
行
政
の
体
制
と
仕
事

が
明
確
に
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
数

が
増
え
る
に
つ
れ
、
そ
の
組
織
設
立
や
運
営

に
深
く
関
与
す
る
専
門
家
が
生
ま
れ
、
そ
の

仕
事
の
場
が
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
場
に
関
わ

る
専
門
家
が
増
え
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
が
前
に
進
む
可
能
性

は
高
い
。

　

図
５
は
米
英
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
プ

ロ
セ
ス
を
、
市
役
所
や
Ｂ
Ｉ
Ｄ
全
国
団
体
等

の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
国
も
、
ほ
ぼ
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
に
向

け
て
行
う
べ
き
タ
ス
ク
は
あ
る
程
度
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
地
区
ニ
ー
ズ
調
査
（
英

国
の
場
合
は
実
現
可
能
性
調
査
）、
地
区
事

業
計
画
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
定
款
等
が
順
番
に
作

成
さ
れ
る
。
最
初
に
作
成
さ
れ
る
米
国
の
地

区
ニ
ー
ズ
調
査
や
英
国
の
実
現
可
能
性
調
査

が
重
要
で
あ
り
、こ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

通
じ
た
地
域
の
課
題
の
整
理
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
通
じ
た
将
来
像
の
共
有
、
個
別
の
利

害
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
た
合

意
形
成
の
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
米
国

の
場
合
は
地
元
主
導
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い

が
、
議
論
が
始
ま
っ
た
ら
速
や
か
に
市
役
所

の
担
当
部
署
に
連
絡
す
る
よ
う
周
知
さ
れ
て
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